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あなたの向学心を応援します

区　分 貸付金

修学資金
（月額）

高等学校
専修学校（高等）

公立 18,000円
私立 30,000円

短大
専門学校（専門）

公立 45,000円

私立 53,000円

大学
公立 45,000円

私立 54,000円

専修学校（一般） 31,000円

就学支度

資金

小学校 39,500円

中学校 46,100円

高等学校
専修学校（高等）

公立 150,000円

私立 410,000円

大学・短大
専修学校（専門）

公立 370,000円

私立 580,000円

専修学校（一般）・修業施設（中卒） 150,000円

修業施設（高卒） 90,000円

子育て支援課L224－5821ひとり親家庭のために
　母子・父子家庭を対象に、授業料の一部と入学準備金
を無利子でお貸しします。
修学資金と就学支度資金
対象…母子家庭の母、父子家庭の父
償 還期間…修学資金＝貸付期間の2～3倍▶就学支度資金
＝5年以内

提 出書類…①貸付申請書②全部事項証明書（戸籍謄本）③
所得証明書（申請者・保証人）④合格通知書の写し⑤借
用書⑥印鑑証明書（⑤⑥は貸し付け決定後に提出）
＊①の用紙は、子育て支援課（本庁舎2階）にあります。
申 し込み…修学資金は随時、就学支度資金は来年3月末
日までに、子育て支援課
＊貸し付けを受けるには、母子自立支援員による事前相
談が必要です。小中学校の就学支度資金は所得税非課税
世帯に限ります。
＊ひとり親家庭に係る貸し付けは、ほかにもあります。
詳しくは、お問い合わせください。
＊父子家庭への貸し付けは、予算枠に達した時点で終了。

学資金と入学準備金
対 象（次の要件をすべて満たす方）…①市内に引き続き6
か月以上在住している②経済的理由で学資金や入学準
備金の支出が困難である③学業成績が良好である

償還期間…貸付期間の2倍（据え置き期間＝卒業後6か月）
提 出書類…①借入申請書②校長の推薦書③成績証明書④
健康診断書⑤住民票（家族全員のもの）⑥合格通知書の
写し⑦保護者全員の平成22年分の源泉徴収票または
確定申告控えの写し

申し込み…来年2月1日㈫～3月4日㈮に教育総務課
＊①②の用紙は、教育総務課（東庁舎2階）にあります（市
ホームページからもダウンロードできます）。⑥は申込
期間後の提出も可能です。

教育総務課L224－6074市の育英資金
区　分 貸付金

学資金
（月額）

高等学校
国公立 13,000円

中等教育学校
（後期課程に限る）

私立 20,000円
専修学校

高等専門学校 16,000円

大学（短期大学含む） 30,000円

入学準備金

高等学校
国公立 150,000円

中等教育学校
（後期課程に限る）

私立 280,000円
専修学校

高等専門学校 160,000円

大学（短期大学含む） 360,000円

　来年4月から、高校・中等教育学校（後期課程に限る）・
高等専門学校・大学・専修学校などに進学または在学す
る方で、経済的に教育費などの支出が困難な方に、無利
子でお貸しします。

＊貸付決定にあたっては審査があります。申請された方
全員に貸し付けが決定されるとは限りません。

子育て支援課L224－5821ひとり親家庭に、お子さんの就学支度金を支給
　来春、中学校に入学するお子さんを養育しているひと
り親家庭に、県から就学支度金が支給されます。該当す
る方は申請してください。
対 象…母子・父子家庭、または父母のいない児童を養育
している方で、市民税非課税世帯の方（生活保護受給
世帯を除く）

支給額…児童1人につき10,000円
申 請方法…12月28日㈫までに、申請者名義の普通口座
の通帳を持参し、子育て支援課
※申請書の提出期限後に母子・父子家庭になった場合は、
来年3月31日㈭まで受け付けます。




